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１．研究計画の概要 
(1) 本研究は、ドイツにおける応用倫理学の
各分野（生命・環境倫理学、ケア倫理学・ビ
ジネス・エシックス、グローバルエシックス）
の議論の動向を分析し、主要な論点を析出し
て、ドイツ応用倫理学の全体像を解明するこ
とを目的とする。 
 
(2) そのさい特に「人間の尊厳」概念に焦点
を当てて、それが各分野の議論で担っている
役割と重層的関係を解明することが研究の
中心を形づくる。 
 
(3) 析出された論点に関しては、ドイツ人研
究者との直接討論の中で、またドイツの議論
と英米圏の議論との比較検討を通して、その
意義を確認しつつ、日本での応用倫理学の議
論にフィードバックして一定の理論的貢献
を図るとともに、最終的には人間の尊厳概念
のグローバル・スタンダードを日本から発信
するための視座を構築することを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 生命倫理学に関しては、「強い意味と弱
い意味における人間の尊厳の区別」と、それ
を支える人間理解として「自由で依存的な存
在者」という概念が、とくに文化多様性およ
び比較文化的観点からも重要であることが

認識された。また、日本における「尊厳」の
概念史研究がまだほとんど手つかずである
ことが明らかとなったので、それに取り組む
と同時にその成果の一端を 2010 年 7 月 16・
17 日にドイツ・ビーレフェルト大学で開催さ
れる国際会議で発表することになった。 
  
(2) ビジネス・エシックスに関しては、CSR
概念が倫理学と経済学との結節点であるこ
とが解明され、日本およびドイツにおける
CSR 理解の現状について分析が進んだ。とく
に尊厳を重視して、企業が道徳的主体である
ことがいかにして可能かという問題意識か
ら、利潤と道徳をめぐるパラダイム転換の可
能性を模索し、その橋頭堡として国連グロー
バル・コンパクトやベーシック・インカムな
どの重要性を解明した。 
 
(3) ケア倫理学に関しては、ギリガン、ノデ
ィングス、ヘルトらの議論を再検討すること
を通して、正義または自律とケアとを対立的
に位置づけるのではなく、両者を統合的に理
解することの重要性が認識され、いかにして
それが可能であるのかを解明した。 
 
(4) 脳神経倫理学に関しては、二重アスペク
ト理論の現代的意義が認識され、なかでも
「統合的自然主義」の立場に、「尊厳」に関
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連して生産的な議論を開く可能性があるこ
とが確認された。 
 
(5) 環境倫理学に関しては、「内在的価値と
しての人間-自然関係」や「統合的自然主義」
という考え方が、生物多様性という観点から
もきわめて重要であることが解明され、「人
間中心主義 対 自然中心主義」という従来の
図式を克服する可能性が確認された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
（1）（グローバルエシックス以外の）応用
倫理学の各分野について、これまで日本で議
論されてこなかった「統合的自然主義」など
の新たな論点を析出し、その一端を中間報告
書としてまとめたこと。 
（2）ドイツの世界的な研究者を招いて国際
シンポジウムを継続的に開催し、分担者・協
力者を交えて積極的な意見交流ができてい
ること。 
（3）ドイツの研究グループとの緊密な協力
体制の下、本年 3 月にはデュッセルドルフ大
学にて合同シンポジウムを実現したことで
ある（なおその成果は論文集としてドイツで
の刊行を企画中である）。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度は、ビジネス・エシックスと脳神

経倫理学に関するワークショップを継続的
に開催するとともに、新たにグローバルエシ
ックスに関するシンポジウムを開催する。そ
こで人間の尊厳という論点をさらに豊かに
した上で、「尊厳と価値」と題する包括的な
シンポジウムを行い、応用倫理学における
「人間の尊厳」概念の意義を総括する。来年
3 月には再びドイツにて生命倫理学の合同シ
ンポジウムを企画している。研究成果はすべ
て報告書および論文集として刊行する予定
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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